
　

本
年
、
宇
治
田
原
町
は
、
昭
和

31
年
９
月
30
日
に
、
田
原
村
と
宇

治
田
原
村
が
合
併
し
て
か
ら
55
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
合
併
移
行
時
を
は
じ

め
、
過
疎
化
の
進
行
な
ど
、
幾
多

の
難
関
を
乗
り
越
え
、
今
日
の
よ

う
に
素
晴
ら
し
い
宇
治
田
原
町
と

し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
昭
和
45

年
に
は
、
国
の
過
疎
地
域
指
定
を

受
け
て
、「
過
疎
か
ら
の
脱
却
」

を
合
言
葉
に
、
上
水
道
施
設
整
備

を
は
じ
め
、
教
育
施
設
整
備
、
福

祉
医
療
制
度
の
充
実
、
基
幹
産
業

の
茶
業
振
興
、
府
道
枚
方
水
口
線

周
年
の
節
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

宇
治
田
原
町
を
築
い
て
来
て
い
た

だ
い
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち

と
、
次
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
強

い
気
持
ち
を
も
っ
て
、
本
町
の
将

来
像
「
心
を
つ
な
ぎ
、
と
も
に
創

る
、
茶
文
化
の
ま
ち
」
の
実
現
に

向
か
っ
て
、
皆
で
知
恵
を
出
し
合

い
、
心
と
力
を
合
わ
せ
て
「
住
ん

で
良
か
っ
た
な
ぁ
」
と
言
え
る
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
で
努
め
て
ま
い

る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宇
治
田
原
町
の
歴
史
と

伝
統
に
培
わ
れ
た「
宇
治
田
原
力
」

を
深
化
さ
せ
て
、
行
政
と
住
民
が

力
を
合
わ
せ
て
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
人
と

人
の
絆
を
よ
り
深
め
て
、
皆
で
宇

治
田
原
町
の
未
来
を
紡
い
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う

か
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と

お
力
添
え
を
本
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
治
、
大
正
か
ら
昭
和
、
そ
し

て
平
成
へ
と
続
く
波
乱
・
激
動
の

時
代
を
、
時
に
は
塗
炭
の
苦
し
み

を
味
わ
い
、
時
に
は
洋
々
た
る
前

途
に
心
を
躍
ら
せ
な
が
ら
、
住
民

の
皆
様
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ

の
思
い
と
熱
意
、
そ
し
て
努
力
に

よ
っ
て
、
宇
治
田
原
町
は
一
歩
一

歩
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
豊
か
な
自
然
環
境
と

の
共
生
を
目
指
し
た
「
宇
治
田
原

り
と
、
効
率
的
で
効
果
的
な
町
政

運
営
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
振
り
返
り
、
先
人
の
皆
様
へ
の

敬
意
と
感
謝
の
念
を
思
い
起
こ
す

と
と
も
に
、
過
去
と
未
来
を
繋
ぐ

今
を
生
き
る
も
の
と
し
て
、
大
き

な
使
命
と
と
も
に
、
輝
か
し
い
未

来
に
向
け
責
任
を
持
っ
て
歩
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
、
町
議
会
議
員
は
、
町
制

55
周
年
を
契
機
に
決
意
を
新
た
に

し
、
透
明･

公
正
で
効
率
的
な
行
政

運
営
は
も
と
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
住
民
の
皆
様
へ
の
説
明
責
任
、

信
頼
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
更
に

邁ま
い

進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
ど

う
か
、
皆
様
方
の
暖
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
と
未
来
の“
絆
”
を
紡つ

む

ぐ

　
　

心
を
つ
な
ぎ　

と
も
に
創
る　

茶
文
化
の
ま
ち
に
向
か
っ
て

　

今
こ
そ
感
謝

　
　
そ
し
て
未
来
に
責
任
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を

の
国
道
昇
格
と
国
道
３
０
７
号
郷

之
口
バ
イ
パ
ス
建
設
や
府
道
の
改

良
整
備
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
見
事

に
10
年
間
で
過
疎
か
ら
の
脱
却
が

実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
日
の
宇
治
田
原
町
の
発
展
の

礎
は
、
２
カ
村
合
併
と
過
疎
の
10

年
間
に
お
け
る
町
政
の
推
進
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ご
尽
力
を
賜
り

ま
し
た
諸
先
輩
の
ご
労
苦
に
対
し

ま
し
て
、
心
か
ら
深
く
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
今
日
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧･

復
興
と
福
島

原
発
問
題
の
収
束
な
ど
、
安
心･

安
全
の
確
保
の
問
題
を
は
じ
め
、

景
気
の
回
復
や
雇
用
の
確
保
、
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
な
ど
、
難

し
い
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
町
制
55

工
業
団
地
」
や
大
規
模
住
宅
地
の

開
発
。
ま
た
、
生
活
基
盤
と
し
て

の
上
・
下
水
道
や
小
・
中
学
校
の

整
備
事
業
を
は
じ
め
、
公
共
施
設

の
整
備･

充
実
に
よ
り
、
将
来
性

の
高
い
ま
ち
と
し
て
発
展
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

今
般
、
東
日
本
大
震
災
や
台
風

12
号
に
よ
る
風
水
害
被
害
な
ど
、

多
く
の
皆
様
と
と
も
に
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
旧･

復
興
と
、
災
害

が
引
き
起
こ
す
様
々
な
被
害
の
早

期
収
束
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
今
日
の
経
済
情
勢
は
い
ま

だ
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
現
状
を

し
っ
か
り
と
把
握
し
、
長
期
的
な

視
点
に
よ
る
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
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維孝館中学校創立
第６回国勢調査実施
　田原村＝人口4,082人
　宇治田原村＝人口3,997人
南山城水害
田原村・宇治田原村が合併、宇治田原
町制施行
役場新庁舎完成
広報『町民の窓』創刊
町立保育園を田原・宇治田原・奥山田
の３ケ所に設置
町章制定
第11回国勢調査実施 人口=6,991人
中央公民館完成
町の木「茶の木」制定
上水道完成
老人福祉センター「やすらぎ荘」完成
国道307号郷之口バイパス開通
町の花「さざんか」制定
宇治田原小学校北校舎改築工事完成
町の鳥「メジロ」制定
町の歌制定
田原川水辺のプロムナード「やすらぎ
の道」完成……①
田原小学校校舎増改築工事完成
町総合文化センター竣工
公共下水道宇治田原浄化センター完成
町立保育所完成
学校給食共同調理場完成
まるやま交流館完成
国道307号裏白バイパス全線開通
維孝館中学校新校舎完成……②
第４次まちづくり総合計画基本構想、
基本計画策定
奥山田小学校が宇治田原小学校に統合
家庭ごみ透明袋化スタート
集団茶園「宗円の郷」（郷之口西ノ山）
完成……③
ともに創るまちづくり推進条例施行
第19回国勢調査実施 人口＝9,715人

（速報値）
府道宇治木屋線南バイパス開通……④
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広報うじたわら　Ｎo.520　平成23年（2011）臨時号（ 2 ）

　昭和31年９月、当時の田原村と
宇治田原村が合併し、宇治田原町が
誕生して55回目の誕生日を迎えま
した。
　多くの住民の皆様、関係者をお迎
えし、ともに55回目の誕生日をお
祝いします。

記念講演会 無料

　人と未来の絆を紡
つむ

ぐ
　ともに祝う

　　町制施行55周年

10月15日土　11：00～正午
『山城茶の輸出と宇治田原
　　～新発見の史料から～』
　講　師　　奈良女子大学講師
　　　　　　島　津　良　子氏

　内　容
　外国貿易が始まって間もないころ、生糸に次ぐ
主要品目であった「輸出茶」について、当時の史料
を紐解き、映像なども活用し、わかりやすく解説
します。

特別企画展
10月15日土～17日月　10：00～17：00
　総合文化センター 研修室１

日本緑茶発祥の地 宇治田原 ～茶産業の歩みと変遷～

展示資料 ちょっと見学
　最近、田丸屋で大量に発見された仕入、販売、積
出などの帳簿類。安政６（1859）年に横浜港、慶応３

（1867）年に神戸港が開港し、外国貿易が始まって間
もない時期の輸出茶の詳細がわかります。
　分厚い「仕入帳」からは多数の生産者と仲買との取
引が確認できます。
　帳簿では、慶応元（1865）年は江戸、明治６（1873）年は
横浜、明治13（1880）年は神戸が最大の出荷先でした。船で宇治川から淀川へ、
大阪から海路で、後には鉄道で出荷されるようになりました。

無料

宇治田原 ふるさとまつり 10月16日日　10：00～15：00
　総合文化センター

▼自慢の銘茶コーナー

▼国際交流ブース

▼臨時町長室　ほか

★がんばろう日本！東北農産物
フェア…当日は現地から直送
された農産物を販売し、売
上金を義援金として寄付いた
します。■問ふるさとまつり実行委員会

　（☎88－4180）

潮見家長持内帳簿資料

揉
み
の
作
業
風
景

揉
み
の
作
業
風
景　平成20年より、町内等に現存する「お茶」に

係る関係資料の収集・調査を行い、宇治田原
町独自の茶史編集の整備に向けて取り組んで
います。
　今回、これらの資料調査の成果を踏まえ、時代により移り変わる茶産業の歩
みをテーマに特別企画展を開催します。
　今回の調査で、新しく発見された資料もあります。お茶に関わる当時の人々の
息吹を感じとってください。

第26回国民文化祭･京都2011

10月30日日
総合文化センター
　全国各地から様々な文
化活動に親しんでいる個
人や団体が集まり、発表、
交流する「日本最大の文
化祭典」。第26回目の今
年は京都府すべての市町
村を会場に約70のイベ
ントが予定されています。
　皆さんも参加して「文化」
を再発見してみませんか？

■問教育委員会教育課
　（☎88－5850）

　テーマ
心を整える～文化発

ほっ

心
しん

10：00～正午
　茶文化のまち「宇治田原」を全国に発信
する事業の一環として、平成19年度に創設
した「永谷宗圓茶俳句賞」。
　第５回となる本年は、第26回国民文化祭
の主催事業として、『日常生活におけるお茶
との関わり』を主題とした俳句を募集。
　全国都道府県及び海外より2,808人（応募句数 6,463句）か
ら作品が寄せられました。

次　　第
■開　　会　10：00～
　　表 彰 式
　　講　　評
　　記念講演　11：00～
　　　講　師：坪内　稔典 氏（俳人・佛教大学教授）
　　　演　題：「お茶と俳句」

●講師プロフィール
1944 年、愛媛県生まれ。立命館大
学大学院文学研究科修士課程修了。
正岡子規研究の第一人者。俳人として
も活躍し、俳句グループ「船団の会」
代表を務める。「水のかたまり」（ふら
んす堂）、「カバに会う」（岩波書店）、

「モーロク俳句ますます盛ん　俳句百
年の遊び」（岩波書店）ほか著書多数。

第13回桑原武夫学芸賞などを受賞。京都新聞日曜版ジュ
ニアタイムズ連載中の「ねんてん先生の５７５」を担当。

■閉　　会　正午

13：30～16：00
●出演：４個人・３団体（17人）
　　佐々木　あかね（秋田県 秋田市）
　　松　井　夕　佳（滋賀県 守山市）
　　大　山　　　恵（京都市）
　　村　上　幸　子（京都市）
　　アンサンブル・カノン（兵庫県 西宮市ほか）
　　ドリアンズ（兵庫県 西宮市ほか）
　　Be-with（兵庫県 西宮市ほか）

プログラム
■開　　会　13：30～
　　第１部　出演：４個人・３団体（17人）
　　第２部　女声合唱団　コール・エミュ（宇治田原町）
　　第３部　特別ゲスト（ハープ奏者）：内田奈織・野田千晶
　　第４部　ワークショップ（ハープ説明・体験）
　　第５部　フィナーレ
　　　　　　（出演者全員ステージ「会場の人とみんなで歌おう」）

ハープデュオやグランドハープ５台、アイリッシュハープ３台等
が女声合唱団と共演する華やかなフィナーレをお楽しみ下さい。見どころ!

「茶席」や「いけばな展」でおもてなし！
お　茶　席：9：00 ～ 10：30（協力：子ども茶道教室・抹茶）
　　　　　　12：30 ～ 14：00（協力：煎茶道サークル山茶花会）
いけばな展：9：00 ～ 16：00（協力：町文化協会華道部）
そ　の　他：手塚善理氏の陶芸作品や、ハープに関するパネル展示 など

記念式典
10月15日土
総合文化センター さざんかホール

　第１部　式　　　典　9:30～
　第２部　記念講演会　11:00～
※１部終了時間により開始時間の変更あり。


